
福島県みどりの食料システム基本計画の概要

〇 地域の有機性資源を活用した土づくり等による有機農業や特別栽培、木質バイオマスや農業用水等を
活用した再生可能エネルギーの導入等の資源循環を推進するとともに、イベントやPR活動等を通じて環境
保全に貢献する取組に対する消費者等の理解醸成を図る。

【作成主体】 福島県及び県内全59市町村

【計画の主な目標】

・ 有機農業等の取組面積 6,000 ha以上 （R12）

・ 家畜排せつ物利用量 1,277 千t/年以上 （R12）

・ 木質燃料使用量 900 千t以上     （R12）

【取組のポイント】

・ 家畜排せつ物や籾殻等の有機性資源を活用した土づくり等による有機
農業や特別栽培、木質バイオマスや家畜排せつ物、農業用水
を活用した再生可能エネルギーの導入等、資源循環を推進

・ イベントやメディアを通じたPR等により環境保全に貢献する取組を
消費者に伝えるとともに、生産・加工・流通の関係者が一体となった
高付加価値生産の産地形成を推進

【特定区域の設定】
＜喜多方市（全域）＞ 堆肥等を活用した有機農業の取組拡大、

ドローンや自動操舵トラクター等を活用した環境負荷低減事業活動の推進

有機性資源を活用した土づくり
（ほ場への堆肥散布）

食品廃棄物を活用したバイオマスプラントから発生する
電気・ガス・消化液（肥料）の地域農家等への提供
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